
会議結果報告書 

会議名称等 平成１８年度 第３回「協働を進めるための行政職員の意識改革研究会」 

開催等日時 平成１９年３月２０日（火） １３時００分～１６時００分 

開催等場所 都道府県会館 ４０５会議室 

報告者氏名 静岡県 井川宜彦 

概  要 

・出席者 ６名 

・議題、報告 

(1) NPO活動推進自治体フォーラム滋賀大会分科会の結果について（報告）･･･資料１

(2) NPO活動推進自治体フォーラム佐賀大会について（報告）･･･資料２ 

(3) 今後の研究会活動について（協議） 

① NPOから信頼される行政職員になるための１０カ条（案）について･･･資料３ 

・ 10カ条では多すぎて頭に残らない可能性があるため、8カ条程度とする。 

・ タイトルから「NPOから」を削除する。 

・ 内容をいくつかのカテゴリーに分けて整理する。 

例 ①協働以前に職員として 

②協働の現場から、 

③次の協働につながるようなまとめ  など 

・ あまり硬くならないように読みやすい内容にする。 

・ 内容のイメージ（項目毎） 

 

 

 

 

 

・ 佐賀大会の分科会に原案として提示し、参加者と一緒になって作り上げる。 

・ 分科会での討議の方法、成果品のまとめ方については今後検討する。 

② 協働体質チェックシート（案）について･･･資料４ 

 ・ 10カ条（8カ条）の前段で手軽に面白くチェックできるような内容とする。 

・ タイプを決め付けるものではなく、気付きを与えるような内容とする。 

・ 対象者は、行政職員とする。 

・ ベースとなるものを作り、それを基にＭＬを中心に検討する。 

③ 今後のスケジュール及び役割分担について 

   ◎ スケジュール （10カ条・チェックシート作りを同時進行） 

 

 

 

   

 

 

 

 

◎ 役割分担等 

    ・ 10カ条（8カ条）作り･･･佐賀県（岩永）、松山市（山本） 

    ・ チェックリスト作り･･･柏市（松澤） 

(4) 新規研究会メンバーの募集について（協議） 

  ・ 19年度に入ってから佐賀県（岩永）から募集する。 

19年 4月～5月 ＭＬを中心にアウトラインの検討、決定、材料集め

   6月 研究会にて内容検討 

   7月～8月 ＭＬを中心に検証作業、課題の整理 

   9月 研究会にて修正作業 

  11月 自治体フォーフォーラム佐賀県大会分科会で議

論・作成 

20年 2月 研究会にて研究会活動の総括 

 

タイトル 

具体的事例 

解説 



平成１８年度 意識改革研究会名簿 

■ 自治体関係者 

所 属 室課名 氏 名 
第 3回意識 

改革研究会 

出席者 

北海道 環境生活部 生活文化・青少年室 二 瓶 志 乃  

宮古市 市民生活部 生活課 坂 下 一 美  

栃木県 生活環境部 文化振興課 郡 山 洋 孝  

環境生活部 ＮＰＯ活動推進課 藤 田   巌  

〃 根 本 由香理  

〃 吉 田 明 彦  
千葉県 

〃 町 田 昌 実  

柏市 市民生活部 市民活動推進課 松 澤   元 ○ 

調布市 生活文化部 市民参加推進室 佐 藤 博 志 ○ 

静岡県 生活・文化部 ＮＰＯ推進室 井 川 宜 彦 ○ 

生活部 ＮＰＯ室 堀 木 俊 哉  
三重県 

〃 森 下 道 大  

市民部 市民参画まちづくり課 池 田 和 広  

松山市 
〃 山 本 早千奈 ○ 

くらし環境本部 県民協働課 織 田 良 範  

〃 三 原 博 幸  

〃 岩 永 幸 三 ○ 
佐賀県 

〃 中 島 清 孝  

 

■民間・ＮＰＯ関係者 

所   属 氏   名 

第 3回意識 

改革研究会 

出席者 

元 三重県ＮＰＯ室長 出 丸 朝 代  

(特活)ＮＰＯ支援センターちば 事務局長 宮 奈 由貴子  

(特活)ちばＭＤエコネット 事務局長 山 本 佳 美 ○ 

 


